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学校園を取り巻くデータ等から見える姿について

１）国の考え方

２）各種アンケートや計画等から見えること

３）長浜市が目指す将来の学校園の姿（案）



１）国の考え方
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２）各種アンケートや計画等から見えること



A.長浜市民意識調査
地域別のニーズ得点

※ニーズ得点は「重要度が高く、満足度が低い」項目を定量的に評価する指標。

得点が高いほど、その施策に対する行政需要が強いと考えられる。 とても高い←やや高い←高い

・学校での教育環境の充実
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・地域と学校が連携した教育環境づくり

・子育てや教育について相談する体制
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・小学校に入学するまでの教育の推進

・子どもを育てる環境や保育機能の充実
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B.全国学力・学習状況調査
令和３～５年度児童生徒質問紙の肯定回答の割合（人との関わりが見られる項目）

・小学校（義務教育学校前期課程含む）上位３項目

・中学校 （義務教育学校後期課程含む）上位３項目

質問項目 長浜市平均 全国平均

友達と協力するのは楽しいと思いますか 92.9 92.7

学校に行くのは楽しいと思いますか 86.1 84.7

学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりする

ことができていますか
80.6 80.2

質問項目 長浜市平均 全国平均

友達と協力するのは楽しいと思いますか 92.2 91.9

学校に行くのは楽しいと思いますか 84.1 81.9

自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか 75.9 76.4



C.子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査

・保護者がこども・若者の成長のために必要と考えることは、「遊び・学び・経験」、

次いで「個性・多様性の尊重」。

・就学前保護者が就学までに重視することは「他者を尊重し、思いやりを持つこと」、

小学生保護者が就学前に重視していたことは「基本的な生活習慣を身に着けること」

D.就学前教育における子どもの育ちに関する調査

・市が目指している子どもの育ち（姿）に、こどもが当てはまっていると

思う保護者の割合が年々増えている。



E.不登校対策の状況や課題

・令和4年度の本市の不登校児童生徒数は、小学校で77人、中学校で150人とな

り、過去最多人数である。

・文部科学省が不登校児童生徒本人等に対し、直接、アンケート調査を実施したとこ

ろ学校や家庭など多種多様な要因がその背景にあることが判明した。

・子どもたちの社会的自立に向けて切れ目のない支援のためには 教育と福祉との連携

強化は重要であり、 不登校等こどもの抱える問題を組織横断的に対応することが求

められている。



F.長浜市教育振興計画

・基本方針“つながりあい、学びあい、豊かに生きる人づくりをめざす「ながはま」”

・人と人との心のつながりを大切にしてきた先人たちの志をこれからも後世に引き継ぐととも

に、時代の変化に対応して積極的に新しい物事へ取り組むことで、生涯を通してお互いに

学びあい、学び続けることのできるまち「ながはま」の実現をめざします。また、お互いの人権

を尊重し合い、心豊かに満ち足りて人生を送ることができる人づくりをめざします。



◆市の取り組み ～ 学校 ～





◆市の取り組み
～ 就学前教育 ～





G.長浜市学校施設等長寿命化計画

・学校施設の長寿命化による中長期的な維持管理に係るトータルコストの縮

減及び予算の平準化を図るとともに、学校施設等に求められる機能・性能を

確保することを目的としている。

H.委員のみなさまの視察アンケート

・地域やPTAが積極的に活動していて、よい関係が築いている。

・規模を活かして特色ある教育・保育が、きめ細やかで丁寧に行われている。

・教員や保育士に小規模校ゆえの負担がある。

・多様な意見に触れる等学習面や人間関係等の育ちに係る課題がある

・同じ市内でありながら、地域による差が大きい。



３）長浜市が目指す将来の学校園の姿

（案）



適正規模について ～ 学校 ～

◇小学校１２学級以上

◇中学校９学級以上

・小中学校においてクラス替えができる規模

→ 学年×2クラス

・中学校において免許外指導を避けることができる規模

→ 1校9学級以上



シミュレーション ～ 小学校 ～

「小学校12学級以上」を条件に

令和12年度小学１年生（現0歳児）

児童数をもとにシミュレーション

・小学1年生児童数635名

・35人学級で計算すると１９学級

・2学級想定ならば、市内で１０小学校

→ 現在25校



シミュレーション ～ 中学校 ～

「中学校9学級以上」を条件に

令和12年度中学１年生（現小学校1年生）

生徒数をもとにシミュレーション

・中学校１年生生徒数 911名

・35人学級で計算すると２７学級

・3学年9学級想定ならば、市内で９学校

→ 現在12校



適正配置について ～ 就学前 ～

保育所・幼稚園・認定こども園については、
こどもの人口は減少傾向であるものの、特に
乳児の就園率が年々増加している。

幼稚園・保育所は集約し、認定こども園へ



長浜市の特徴

◇面積が広範囲となるため、通学に時間がかかる

◇義務教育学校が２校ある
→ 小学校過程から中学校過程までの9年間の義務教育を一貫して

行う学校のこと



このような学校もあります・・・

◇学びの多様化学校
→ 教育課程の基準によらず、特別の教育課程を編成して教育を行う学校。

令和5年8月 不登校特例校から名称変更

◇特認校制
→ 学校選択制の1つ。従来の通学区域は残したままで、特定の学校に

ついて、通学区域に関係なく、市内のどこからでも就学することが可能。

制度特色ある教育活動を行う小規模校での実施が多く、小規模特認

校制とも呼ばれている。


